
（別紙３）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 41 （回答者数） 36

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 14 （回答者数） 14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
計画作成プロセスの更なる可視化と、保護者との共通理解を

深める機会の拡充

2
保護者のニーズに応じた講習会テーマの多様化と、参加しや

すい開催形態の検討

3
子どもの成長や日々の様子をより効果的に伝える方法の工夫

と、家庭との連携強化

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
専門職の計画的な採用・育成と、職員体制の安定化に向けた

取組の推進

2
来年度より保育所等との交流を開始予定。段階的にインク

ルージョン推進の取組を拡充

3
業務効率化を図り、振り返りの時間を確保する仕組みづくり

の検討

児童発達支援計画の丁寧な説明と作成

児童発達支援管理責任者だけでなく、クラス担任・療育担当が

連携し、保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で計画を

作成。個人面談にて丁寧に説明を行っている。

家族支援プログラム・研修機会の充実

行事後の講習会や保護者交流の機会を設け、年間を通じて様々

な保護者向け研修を実施。発達特性や子育ての悩みを共感し合

える場を提供している。

事業所への高い満足度と子どもの通所意欲

動物との触れ合いや自然豊かな環境での活動、毎日の連絡帳で

の詳細なエピソード共有、HUGアプリ・SNSでの情報発信な

ど、子どもが楽しく通える環境づくりに努めている。

支援終了後の振り返り時間の確保
日々の業務の多忙さから、支援終了後の職員間の打合せ・振り

返りの時間が十分に確保できないことがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門職の配置・充実

言語聴覚士等専門職の確保が難しく、保護者のニーズに十分応

えられていない。また、産休・育休取得者が重なり、保護者に

ご心配をおかけする場面もあった。

地域交流・インクルージョンの機会
保育所や幼稚園等との交流機会が十分に確保できておらず、地

域の中で他の子どもと活動する機会が限られている。

2026年　３月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　5月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 のぞみ牧場学園

○保護者評価実施期間 2026年　３月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


